
減少
悪化

増加
好転

　猛暑、ゲリラ豪雨、台風といった天候の影響から、建設業関連は作業効率の低下、
温泉街はキャンセルが相次ぎ、商店街からは客足が遠のき苦慮する様子が窺えた。
また、光熱費、輸送費、原材料費等の高騰や人手不足が続き経営が厳しい中、引き
続き価格転嫁にも苦戦している様子がみられる。

猛暑や豪雨が客足や作業効率などに
悪影響を及ぼす
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主要DI の推移（全体）

概 況

景況天気図（前年同月比）
売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人員 業界の景況

全業種平均

製
　
造
　
業

食料品

繊維製品

窯業 ･土石

機械 ･金属

その他

非
　
製
　
造
　
業

卸売業 −

小売業 −

商店街 −

サービス業 − −

建設業 − −

運輸業 − −
天気図は、各景況項目について調査月と前年同月を比較して、DI 値を基
に判断したものです。
DI値 ＝（増加・好転）−（減少・悪化）÷回答数

情報連絡員だより ～令和６年８月の報告より～

業界の景況D I収益状況D I売上高DI



コメント掲示板
《製造業》

食 料 品

［パン］光熱費、製パン用材料の高騰が続き、価格転嫁をいかに実現できるかが課題。
［製麺］製品の値上げによる販売数量の減少が続いている。素麺、冷麦といった８月の定番商品も同
様の落ち込みが顕著にみられる。

［畜産食料品］と畜頭数は前年同月比で豚、牛ともにマイナス。資材、電気料金の高騰からコスト増。
日本人労働者の採用が厳しい。

繊 維 製 品

［織物（伊勢崎市）］広巾織物について、新商品開発に積極的に取り組んでおり、特許製品の開発にも
成功している。

［外衣・シャツ］インバウンド需要が大きく伸びている中、企業間で業況に差が出てきている。人材
確保に苦戦しており、外国人技能実習制度等を活用するケースが増加。

［インテリア関連］年末から年度末に向けての需要期の注文数が鈍い状態。

窯業 ･土石

［コンクリートブロック］前年同月比で稼働日数が少なかったことに加え、猛暑の影響から操業度が
低下した。また、一部原料価格の上昇により、次回の製品価格調整が課題。

［生コン］吾妻地区で増加だったが、出荷量の多くを占める中央地区や東毛地区が減少したため、全
体としては減少となった。

［砕石］売上高は、吾妻地域で上昇、沼田地域が不変なことを除いてその他の地域では減少。

機械・金属

［めっき］シアン化合物の国内生産が2024年末で終了見込み。代替品を輸入するが、品質、価格、
供給の面から業界を揺るがす大問題となっている。

［機械金属（富岡市）］材料費、光熱費、その他経費の高騰が続き、自動車関連の生産状況も改善し
ておらず、取引状況の改善は見込めない状況。

［機械金属（大泉町）］９月の半期末に向けて稼働率が上がっており、残業対応する組合員が増加し
ているように感じている。

［自動車関連］スバル関連は、アメリカ向けの生産が落ちてきており、モデルチェンジや夏季休暇も
入ったため、対前年比の売上は減少。しばらくはこうした景況が続く見込み。

そ の 他
［製材］荷動きが悪い中、原材料が減少するとともに劣化材が増加し、商品率が低下している。
［家具］販促活動の効果もあり、ここ数カ月の売上高は前年比では好転。しかし、住宅着工件数の低
迷、物価の上昇等取り巻く環境は引き続き厳しい状態が続き、本格的な回復を憂慮。

《非製造業》

卸 売 業

［紙卸売］業界閑散期につき売上高は減少。メーカーより、10月からの価格改定案内が届き、今年中
の再値上げがあると見込んでいる。

［タイヤ］生活必需品の値上げにより、交換サイクルの長期化と買い控えが続いている。また、自動
車メーカーの不正問題による新車登録台数減少の影響も大きい。

［再生資源］古紙については、海上運賃の下落とともに輸出価格は回復傾向で、発生減が続く新聞、
雑誌、古紙の引き合いが強い。

小 売 業

［中古自動車オークション］出品される自動車の不足が顕著。新車と比較した場合の割安感が弱く
なっており、中古車の相場上昇が売行きに影響することを懸念している。

［石油］人材確保に苦慮。他県の隙間バイトによる人員確保事例に関心を寄せている。
［生花］猛暑の影響から花の開花が前倒しになり、お盆の時期の仕入価格が高騰。月後半にかけても
花の流通が少なくなり、各個店で商品を揃えるのに苦慮した。

商 店 街
［前橋市］猛暑とゲリラ豪雨、下旬には台風による雨への懸念からか人出は少なかった。
［高崎市・沼田市・藤岡市］地域まつりや花火大会が開催され、猛暑や雨の影響があったものの、多
くの人出があり、大変な賑わいをみせた。

サービス業
［建設設計］求人難、従業員の退職、人件費の高騰など、人手不足対応に苦慮している。
［伊香保・草津・四万温泉］お盆期間中は比較的好調だったが、８月下旬は台風の影響から宿泊キャ
ンセルが相次いだ。宿泊単価の調整により売上高は増加しているものの、原材料費、燃料費等の高
騰から収益増加には繋がっていない。

建 設 業

［建設］猛暑日の際、熱中症対策として休憩を増やしているが、その分作業効率が落ちており、その
点を考慮した工期設定を望む声が増加している。

［電気工事］受注状況、経営状況ともに前年より改善傾向がみられる。雨が少なく猛暑が連日続いて
いるため、作業環境は悪化し効率が悪くなっている。

［砂利採取］稼働日が少なかったこともあり生産量、出荷量ともに減少。依然として砂の在庫量は少
ない状況。

運 輸 業
［一般貨物運送］資材関係の輸送では、台風の影響から荷卸先への影響があり、現場で混乱があっ
たものの、荷量自体は堅調で忙しかった。2024年問題対応のため、高速道路の利用が全体的に
５～15％増加している。

※本調査は、情報連絡員57人の報告を取りまとめ、その概要を示したものです。
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